
【地域学校協働活動推進事業】地域学校協働本部別 実施状況

学　校 2 名

その他 0 名

6/22 教育課程外

(土)

7/18 教育課程内

(木)

7/26 教育課程外

(長)

7/26 教育課程外

(長)

9/28 教育課程外

(土)

10/26 教育課程外

(土)

11/23 教育課程外

(祝)

12/10 教育課程内

(火)

12/19 教育課程内

(木)

12/26 教育課程外

(長)

体育館 発寒北地区青少年育成委員会

1 12 2 7 2 509 ◎ ○

フロアカーリングやってみる
会②

フロアカーリングを通じて、スポーツを楽しむことやルー
ルを守るマナー、人と人との触れ合いを学ぶ機会とした。
回数を重ねてきたことから、運営スタッフも慣れ非常にス
ムーズな運営で進行した。 26

体育館 西区役所保険支援係、介護予防センター発寒等

8 ◎ ○

みら☆プロすたでぃ夏

夏休み初日に勉強会を開催することで計画的に夏休みの宿
題に取り組めるようにした。３年生以上は２階ホール、
１、２年生はさくら図書館で行った。それぞれのフロアに
ボランティアが入り、丁寧に見守りを行いながら進めた。 33 0 1 2 8 0 44

２階ホール・さくら図書館 地域人材

0 10 2 7 0 487 ◎ ○

やまべぇ体操

西区役所保健支援係の職員から、やまべぇ体操についての
お話しをしていただき、実際に体操をするなど、元気に体
を動かす取組をして児童たちも非常に楽しそうに参加して
いた。 29

２階ホール・さくら図書館 地域人材

0 41

冬休みの宿題を講師、ボランティアでサポートする。各自
持参した宿題に熱心に取り組んでいた。後半集中を欠いた
児童も図書館で本を読むなどしていた。時間になっても
もっと残って勉強したいと意欲をみせた児童もいた。 33 0 2 2 410 ◎ ○

みら☆プロすたでぃ

音楽室 地域人材

2 6 105

くるみdeコンサート

特別支援学級の児童を対象に普段触れることのない楽器に
親しむことで、音楽の楽しみを知る機会とした。バイオリ
ン・チェロの奏者をお呼びし、ピアノ・バイオリン演奏に
児童がすずやカスタネットを鳴らしながら合奏した。 91 3 2 16 ◎

99

体育館 地域人材

79 0 8 2 2 85 ◎

６年生キャリア教育

地域から８名の方を講師として招き、具体的な仕事につい
ての話を聞くとともに、事前学習を通して仕事とはどのよ
うなことなのか学びを深め、自分の将来像を考える機会と
した。

○

50

同校のおやじの会を中心に企画実施。普段野球に興味があ
るがあまりプレイする機会のない児童を中心に、楽しく体
験できる機会とした。当日は野球少年団の児童も参加し、
学校生活の中だけではできない体験交流の機会となった。 31 12 1 2 1

発寒小学校おやじとおかんの会

4 ○ ◎

リアル野球BAN

2 0

フランス語体験

コミュニティ・スクールに参画している西陵中学校、発寒
東小学校、発寒小学校の合同で企画、実施した。中学校区
の連携でおためしで活動してみようとの声から企画に至
り、親子での参加も可能とし、家庭教育学級とも連携する
などして取り組んだ。

9 9 1 23 ○

3

体育館

◎

体育館 西区スポーツ推進委員会

20 0 1 2 0 4

発寒小学校内ホール 地域人材

23

2 5 1

体育館 西区スポーツ推進委員会

4326 0

272 ◎ ○

くるみdeフロアカーリング

特別支援学級の児童を対象に色々なスポーツに触れて体験
する活動の一コマとして実施。誰でも簡単にできるスポー
ツを通じて児童が一生懸命に取り組んでいる姿勢が見られ
た。

地
域

教
職
員実施場所 講師／スタッフ・協力者等

1 ◎ ○

フロアカーリングやってみる
会①

フロアカーリングを通じてふれあいの楽しみやコミュニ
ケーション力を育む機会とした。また参加者全員が活躍で
きるよう、全員が順番にフロッカーを投じるよう約束して
実施（失敗を恐れてほかの子にお願いする子が多いた
め）。子どもたちはそれぞれ戦略を考えチーム戦を行って
いた。

会議開催 2 回 開催月 4月、3月
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※2
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内・外

分野：◎主・○従
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9

教頭、教職員

ＰＴＡ 1 名

地域学校協働活動推進員 2 名 SSK-G発寒(任意団体)2

構成

合　計 10 名 （代表者・地域学校協働活動推進員含む）

地域住民 7 名 発寒北地区少年育成委員会会長１、発寒北まちづくりセンター会長１、発寒北連合町内会防犯・防災部長１、前運営協議会会長１、SSK-G発寒(任意団体)３

副会長

本部名 はっさむ小みらい☆プロジェクト

代表者 村松　良太 （おやじの会会長（任意団体：SSK-G発寒会長））

令和６年度　

学校名 発寒小学校 【西区】



12/26 教育課程外

(長)

408 25 48 21 45 24 571

◎主 学習支援 5 回　・　体験活動 5 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 1 回　・　学校支援 0 回

○従 学習支援 1 回　・　体験活動 4 回　・　地域交流 2 回　・　体力健康 3 回　・　学校支援 0 回

※　実施日の（長）は長期休業期間の平日

参加人数合計

実施回数 合計 11 回 （分野分類）

４階ホール （株）ノーザンクロス

冬季災害時の身の守り方について学ぶ機会とした。映像を
用いたクイズや、実際に避難所で使用されている段ボール
ベッドの組み立て、毛布寝袋等を使用した体験活動を行っ
た。 31 0 1 2 711 ◎ ○

防災中

0 41

実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容


